



































にＢが集まり（若年層はボランティア）に出るよう、「A：依頼をする ― Ｂ：断る ― 







  ＜きりだし＞ 
  ＜状況説明＞ 
  ＜効果的補強＞ 
  ＜行動の促し＞ 
25 
  ＜対人配慮＞ 
  ＜その他＞ 
の 6種にまとめた。以下は、その一部である。 
 































   情報提供者：情報を提供することと関係する「発話機能」を用いる 
   協力者：協力して話段を作り上げる 
の 2つの役割があり、役割が交代するところで「話段」が変わると指摘している。ザトラ
ウスキー(2011:129)では、日本語での親しい人同士の資料による「依頼」の談話について、 
  ①依頼の前提条件が満たされているかどうかを確認する先行発話連鎖から始まる。 
  ②依頼の話段はメタ言語的発話から始まり、その後依頼に関する情報が提供される。 
  ③依頼を明示する前に「悪いけど」のように謝ったりする、依頼者の気配りが見られ
る。 
  ④被依頼者が承諾した後大丈夫かどうかを再確認する。 






























  ・高年層の依頼者（Ａ）は「終了部（別れの挨拶）」でも「依頼の念押し」を行った 
  ・高年層ペアのほうが「依頼応答２」や「終了部（別れの挨拶）」の構造が複雑である 
という違いが見られる。 
  





 高年層ペア 若年層ペア 









0004～0009    Ａによる事情説明 
00010         Ａによる依頼 
0004～0013      Ａによる事情説明 
























0029～0043    Ｂによる非明示的な受諾 
 0029～0035  Ｂによる事情説明 
 0036        Ａによる恐縮 
 0037～0038  Ｂによる報酬要求 
 0039～0043  Ｂによる事情説明 
0044～0052    Ａによる事情説明と報酬提案 
0053～0059    Ｂによる非明示的な受諾 
0060～0075-1  Ａによる意向の確認（依頼）と
謝意 





0026-2～0029-2  Ａによる謝意と報酬提案 
0029-3～0031    Ｂによる説明要求 
0032～0033-1    Ａによる依頼の念押しと謝意 
終了部 0075-2～0082    別れの挨拶 
 0075            Ｂによる別れの挨拶 
 0076～0077      Aによる依頼の念押し（Ａ・Ｂ
謝意） 
 0078～0082      Ａによる別れの挨拶 












きりだし 注目喚起、依頼条件の確認 注目喚起、依頼条件の確認、用件 
状況説明 事情、依頼内容の詳細伝達 事情、依頼内容の詳細伝達 






行動の促し 交代の依頼、依頼の念押し 交代の依頼、依頼の念押し 







































































0054-2A：{ 笑 } ≪関係のやわらげ≫ 


























































































































































とばの奥深さを知る 15章―』ミネルヴァ書房 pp.129-133 
杉村孝夫(2013)「依頼の場面の談話分析―大分県方言談話資料による―」福岡教育大学『福




































































































































































































































































































































≫ 0023Ｂ：あー、そっかそっかー。 Ｂ:注目表示 
依 
頼 
2 
Ａ 
0024-1Ａ：ごめん。 
Ａ:関係づくり，儀礼
≪恐縮の表明≫ 
0024-2Ａ：お願いー、でき／／るー↑。 
Ａ:行為要求≪意向の
確認≫ 
0025-1Ｂ：｛笑｝ Ｂ:注目表示 
  
40 
依 
頼 
応 
答 
2 
受 
諾 
Ｂ 
0025-2Ｂ：うーん。 Ｂ:注目表示 
0025-3Ｂ：じゃあ、わかった。 Ｂ:陳述・表出 
0025-4Ｂ：いいよー。 Ｂ:陳述・表出 
0026-1Ａ：あ、ほんと↑。／／ Ａ:注目表示 
Ａ 
0026-2Ａ：ありがと。 
Ａ:関係づくり，儀礼
≪謝意の表明≫ 
0027Ｂ：うん。 Ｂ:注目表示 
0028-1Ａ：じゃあ今度ランチでもおごるんで。 
Ａ:陳述・表出≪相手
利益の補強≫ 
0028-2Ａ：｛笑｝ 
Ａ:注目表示≪関係の
やわらげ≫ 
0029-1Ｂ：あー、 Ｂ:注目要求 
0029-2Ｂ：いいよ、別に。 Ｂ:陳述・表出 
Ｂ 
0029-3Ｂ：10時に恵比寿の西口ねー↑。 Ｂ:情報要求 
0030-1Ａ：はいはい。 Ａ:注目表示 
0030-2Ａ：そう／／そうそう。 
Ｂ:陳述・表出≪事情
詳細確認への同意≫ 
0031-1Ｂ：うーん Ｂ:注目表示 
0031-2Ｂ：わかった。 Ｂ:陳述・表出 
0031-3Ｂ：じゃあ。 Ｂ:関係づくり，儀礼 
 
0032-1Ａ：じゃあ、お願ーい／／しまーす。 
Ａ:関係づくり，儀礼
≪依頼の念押し≫ 
Ａ 0032-2Ａ：ありがとねー。 
Ａ:関係づくり，儀礼
≪謝意の表明≫ 
 
0033-1Ｂ：はーい、 Ｂ:注目表示 
【終了部】 
終 
了 
部 
(Ｂ) 
0033-2Ｂ：バイバーイ。 Ｂ:関係づくり，儀礼 
0034-1Ａ：うん、 Ａ:注目表示 
0034-2Ａ：じゃあねー。 Ａ:関係づくり，儀礼 
 
